
主目的 3 12 1

副目的

款 項 目 大 中

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

　学校の学習環境を良好に保つようにする。

内容

（手段）

教育総務課

施設係

32

平成３１年度以降

学校教育

総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

安全で快適な教育環境を整備します

1

平成１４年度

教育・子育て

10

～

1

○平成26年度実施内容

　良好な学習環境を確保するため、小中学校（25校）に、作業員を8ヶ月間（34週）、1班（2

人）で巡回し、棚・合唱台・ざら板等の作成、施設の小修理、体育用具等の補修や側溝等の

清掃を行った。

　（直接経費の内訳）

 　委託料　5,294,970円
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 　委託料　5,294,970円

(平成27年度直接経費の内訳）

　委託料　5,784,000円
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実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標
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H25

224

2

2
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事業の

達成状況

作業員2名の作業により、棚、ざら板等の作成や、ウッドデッキや体育用具の補修、壁

の塗装等施設の小修理など、各現場の要望にきめ細かく柔軟に対応できた。
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事業番号

成果指標名
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員の１日当たりの人数

2

人

H24

2

H26 H27

57

H26

57

57

5757

H27H24

回数

64

H25

2

業業業業

　　　　

　　　　

　　　　

　　　　

績績績績

平平平平

成成成成

２２２２

６６６６

年年年年

度度度度
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事業実施におけ

る課題

限られた日数のため、多くの学校に対して巡回し環境整備することが難しい。

H24外部評価により、契約方法等の事業の効率性について検証し、必要に応じて見

直しを行う。
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一次評価のとおり。維　持

方向性の判定

事業を縮小・

廃止したときの

影響

方向性の判定 判　定　理　由

維　持

他自治体の同事業の取組を調査し適切な実施の在り方を検討した。シルバー方式で

は、作業によって人が変わることや依頼の作業内容が実施可能かどうか現場確認が

必要になること。臨時職員方式では、現場への作業車の確保や職員の休暇や時間・

日数に限りがあり軽作業しか頼めないなどデメリットがあり、本市では大工仕事や塗

装ができることを条件に入札しており、休暇がなく常に作業員が確保されることなどか

ら現状の方式が最適と判断している。

作業員が実施していた環境整備を学校等の教職員で行うことになり、限られた人数や

時間では、対応することができないため、健全な学習環境を保つことができない。

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

外部評価からも判定されているように学校の学習環境の良好な維持のためにも、こ

のような環境整備が必要である。
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の改善案

今後も、よりよい事業効果が得られるよう検討しつつ進めていく。
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